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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

東京電力福島第一原子力発電所事故の影響により、農作物への放射性物質の影響が懸念されている。本研究では、

コンニャクイモ栽培における土壌中の放射性セシウムの吸収と、精粉加工における放射性セシウムの動態について明ら

かにした。

(1) 農業総合センターで栽培したコンニャクイモにおける放射性セシウム濃度は、葉に比べて球茎および生子

の濃度は非常に小さく、球茎へのTF（移行係数）は0.002未満であった（表１）。

(2) 精粉加工において、荒粉に含まれる放射性セシウムの55％以上は非可食部である飛粉として除去され

（表２）、精粉の主成分であるグルコマンナンは放射性セシウムをあまり含まないものと考えられる。

(3) 本センターで得られた数値を用いて試算すると、土壌の放射性セシウムが1,000Bq/kgのほ場で生産したコ

ンニャクイモ（あかぎおおだま）において、球茎の放射性セシウム濃度は1.0Bq/kg、精粉は5Bq/kg未満、こんに

ゃく製品は0.2Bq/kg未満となる（図２）。

２ 期待される効果

(1) 流通形態であるコンニャクイモ、精粉、そしてコンニャク製品における放射性セシウム濃度は極めて小さい

と考えられる。

３ 活用上の留意点

(1) 今回試験を行った土壌は灰色低地土である。



Ⅱ 具体的データ等

表１ コンニャクイモへの放射性セシウム(Cs-134+137)のTF（移行係数)

10月5日(成熟期前) 10月27日

品種 葉 生子 球茎 球茎

あかぎおおだま 0.010 0.00081 0.0017 0.0010

みやままさり 0.014 0.0018 0.0018 -

注１ ＴＦ＝分析部位の濃度／乾土の濃度

注２ 葉・生子：n=1、球茎：n=3

表２ 精粉加工における放射性セシウムの動態

Cs-134+137濃度 対荒粉歩留 Cs-134+137

(Bq/kg) (%) の割合(%)

荒粉 5.44±1.72 100 100

飛粉 > 6.90 43.5 > 55.1

精粉 < 4.32 56.5 < 44.9

注１ 品種：あかぎおおだま 注２ 10月27日採取（n=3）

注３ 飛粉濃度は荒粉・精粉濃度より算出、精粉濃度には反復区に検出限界値未満を含む
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図１ コンニャクイモ（あかぎおおだま）における放射性セシウムの動態モデル

注１ 土壌の放射性セシウム濃度を1,000Bq/kgと仮定した場合

注２ 本センターで得られた数値を用いて算出
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